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尿失禁手術 と抗失禁処置

三 井記念病 院 医長 中 田 真　 木

　腹圧 性尿失禁 （SUI）の 治療 に ， 尿 失禁手術は有

力な手段で ある，占くは全身麻 酔下 に腹 直筋膜を

自家移植する尿道下 ス リ ン グ手術が基本で ， 後 に

恥骨 裏手術 （Burch 手術 他）や ニ ー ドル サス ペ ン

シ ョ ン （Stamey手術他）な どが加わ っ た，現在は ，

欧 州 で 開 発 さ れ た TV’lr手 術 （tension −free　tape

procedure ）や TOT 手術 （transobturator 　tape 　pro−

cedure ）等が多数施行され ， 子供を産み終えた活動

期年齢の 女性 に低侵襲で効果的な治療が提供され

て い る．尿失禁手術の 手技は単純で あるが，手術

の 前 には ， 排尿機能 と骨盤底支持の ア セ ス メ ン ト
，

尿 もれの 検証な どに よる ク リ ア カ ッ トな適応判定

が要求され る．

　膀胱瘤や子宮下垂 を呈す る性器脱（POP ）に は，

尿道圧迫や排 出路の 屈 曲など尿の排出を妨げる要

素が あ り，経過 の 長 い POP や 高齢者の POP を手

術で 整復する と，排 出障害が とれて しばしば SUI

が 現れ る （術後尿失禁）．術後尿失禁を防止す る 目

的 で
， 古 くか ら POP 整復 の 際 に Kelly−Kennedy

式，Nichols式 な どの 前腟縫縮が 追加され て きて

お り， 最近で はリ ス ク症例 に抗失禁処置 として尿

失禁手術 を追加する こ ともあ る． しか し，単独で

施行 され る尿失禁手術 と比較した場合， POP 整復

に 追加 して 行 われ る抗失禁処置に は予防効果や副

障害 に つ い て 未解 明な点が多 く， 慎重に適応 を見

定める必要がある．

外 陰癌手術

久留米大学助教授 牛 嶋 公 　 生

　外 陰癌は比較的まれな疾患で あるが ， 高齢者に

多 く， 欧米で は 65歳以上 で直線的に増加 して い

る．本邦 で は 欧米に比 べ る とそ の 頻度は少 な い

が ， 長寿化傾向に よ り， 高齢者で の 発見が増加 し

て お り， 現在の 発病年齢の ピー
ク は 70 歳台であ

る．治療法にお い て は ， 手術療法が他の 治療法よ

り治療成績が優れ て い る と言われ て い るが ， 本邦

で は 頻度が少な い こ と もあ り， 過去に は年齢 や合

併症 を考慮 した姑息的手術や放射線治療が主 に行

われ て きた．こ れが欧米 に比 較 し治療成績が劣 っ

て い る
一

要因 と考えられ る，
一

方若年者 を中心に

VIN （外 陰上 皮 内腫瘍）の 増加 が み ら れ て お り，

HPV と の 関連が示唆され る．

　最近の 外陰癌の 手術療法の 趨勢は ， 合併症や 周

術期管理の 進歩 に伴い
， 高齢者 に対 して も， 浸潤

癌には鼠径 リ ン パ 節郭清を含めた根治的手術を行

い ，早期癌 に対 して は ， 縮小手術 を選択す る方向

にある，術式につ い て は ， 鼠径 リ ン パ 節郭清の 範

囲，皮膚切 開創 に つ い て ， 病巣が片側に 限局 した

症例 の 取 り扱 い ，セ ン チ ネル リン パ 節の 応用で き

る症例 に つ い て などの 議論が ある，本講演で は
，

鼠径 リン パ 節郭清を含む定型的広汎外陰切除の 術

式と注意点を概説 し ， 術前，術後処置 ， 術式に つ

い て の 議論に つ い て紹介 した い ．
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